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１. バージョンアップ内容 

今回のバージョンアップでは、主に以下の機能追加を行いました。 
 

● 令和２年 年末調整の制度変更に伴う対応を行いました。 

※ 令和２年 の年末調整の内容につきましては、「令和２年分 年末調整のしかた」（国税庁）を

ご確認いただくか、税務署へお問い合わせください。 

年末調整に関する資料は、国税庁ホームページの「年末調整がよくわかるページ」

（https://www.nta.go.jp/users/gensen/nencho/index.htm）からダウンロードできます。 
 

● 「賃金台帳兼源泉徴収簿」「賃金データエクセル変換」へ「企業年金基金」を追加しました。 
 

● 「企業年金基金」の「生命保険料控除証明書」が出力できるようになりました。 
 

● 「振込依頼一覧表」へ［振込指定日］［振込依頼日］を印字することができるようになりま

した。 
 
 

機能別の変更内容については、下記<<バージョンアップ内容一覧>>をご覧ください。 
 

≪給与システム バージョンアップ内容一覧≫ （Ver.1.013） 

分類 メニュー・帳票 改 善 内 容 頁 

職
員
情
報
管
理 

職員給与基本台帳登録 郵便番号の「－」が消える不具合を修正しました。 － 

月
例
給
与 

振込依頼一覧表 
［振込指定日］［振込依頼日］を印字することができるように

なりました。 
Ｐ3 

期
末
勤
勉 

差
額 

年 

末 

調 

整 

年末調整データ入力 令和２年 年末調整の制度変更に伴う項目追加等をおこな

いました。 

・ ［所得金額調整控除の有無］を追加しました。 

・ ［本人の所得金額の見積額］の選択肢を追加しました。 

・ ［基礎控除額］を追加しました。 

・ 本人区分の変更を行いました。 

・ 住宅借入金等特別控除区分の入力をプルダウンリストか

らの選択に変更しました。 

Ｐ4 

 

  

https://www.nta.go.jp/users/gensen/nencho/index.htm
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分類 メニュー・帳票 改 善 内 容 頁 

年 

末 

調 

整 

年末調整データ入力 

（年末調整入力チェックリスト） 

令和２年 年末調整の制度変更に伴う項目追加をおこな

いました。 

また、線を追加し、見やすくなるようレイアウトの改善をおこ

ないました。 

Ｐ6 

年末調整計算結果変更 令和２年 年末調整の制度変更に伴い、［所得金額調整

控除額］を追加しました。 

「年末調整計算チェックリスト」にも同様の追加を行いまし

た。 

Ｐ7 

源泉徴収票 令和２年 年末調整の制度変更に伴いレイアウトを変更し

ました。 

Ｐ8 

賃金台帳兼源泉徴収簿 令和２年 年末調整の制度変更に伴う項目追加・変更と、 

［企業年金基金］の追加を行いました。 

Ｐ9 

賃金データエクセル変換 ［企業年金基金］を追加しました。 － 

振込依頼一覧表 ［振込指定日］［振込依頼日］を印字することができるよう

になりました。 

Ｐ3 

生命保険料控除証明書 「生命保険料控除証明書」を追加し、 

企業年金基金の「生命保険料控除証明書」が出力できる

ようになりました。 

Ｐ10 

 

 

≪マイナンバーシステム バージョンアップ内容一覧≫ （Ver.1.007） 

分類 メニュー・帳票 改 善 内 容 頁 

管
理 

源泉徴収票 令和２年 年末調整の制度変更に伴いレイアウトを変更しま

した。 

Ｐ8 

 
 

※ エイジレス 80給与システムの年末調整処理手順については、 

「エイジレス 80をご利用のお客さま」（https://www.nri-social.co.jp/a80/）＞ 

「エイジレス 80ご利用の手引き」全般＞「■ 給与システム編」＞「第 4章 年末調整」 

をご覧ください。 

 

 

  

https://www.nri-social.co.jp/a80/


『エイジレス８０ コネクト』バージョンアップ資料（給与編 Ver.1.013） 
 

3 

２. 全般 

【振込依頼一覧表】 

［振込指定日］［振込依頼日］を印字することができるようになりました。 
 
 

（１） 出力条件画面の［振込指定日］［振込依頼日］へ日付を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 「振込依頼一覧表」のヘッダ部分に［振込指定日］［振込依頼日］が印字されます。 

（日付を入れていない場合は、項目名も含めて表示されません。） 
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３. 年末調整 

【年末調整データ入力】 

令和２年 年末調整の制度変更に伴う項目追加等を行いました。 

① ［所得金額調整控除の有無］を追加しました。 

② ［本人の所得金額の見積額］の選択肢を追加しました。 

③ ［基礎控除額］を追加しました。 

④ 本人区分の変更を行いました。 

（「寡婦・寡夫」を「寡婦」へ変更、「特別寡婦」を廃止、「ひとり親」を追加） 

⑤ 住宅借入金等特別控除区分の入力をプルダウンリストからの選択に変更しました。 
 

＜年末調整データ入力（１）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①  所得金額調整控除の有無 

［所得金額調整控除］の有無を追加しました。 

『給与所得者の基礎控除申告書 兼 給与所得者の配偶者控除等申告書 兼 所得金額調整

控除申告書』の内容を確認し、どちらかを選択します。 
 

※ リリースの際は、「無」を初期設定としてセットしています。 

プログラムリリース前に「年末調整データ入力」を登録していた場合は、 

内容のご確認をお願いします。 
 
 

②  本人の所得金額の見積額 

「給与所得者の基礎控除申告書」の控除額の計算の「判定」欄の選択肢を追加しまし

た。 
 

『給与所得者の基礎控除申告書 兼 給与所得者の配偶者控除等申告書 兼 所得金額調整

控除申告書』の内容を確認し、下記のいずれかを選択します。 

「900万円以下」「900万円超 950万円以下」「950万円超 1000万円以下」 

「1000万円超 2400万円以下」「2400万円超 2450万円以下」 

「2450万円超 2500万円以下」「2500万円超」  

② 

③ 

④ 

① 
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③ 基礎控除額 

［基礎控除額］を追加しました。 

初期設定では、［本人の所得金額の見積額］に対応した控除額が自動でセットされます。 

『給与所得者の基礎控除申告書 兼 給与所得者の配偶者控除等申告書 兼 所得金額調整

控除申告書』の内容を確認し、入力します。 
  

④ 本人区分 

下記の変更を行いました。 

「寡婦・寡夫」を「寡婦」へ変更、「特別寡婦」を廃止、「ひとり親」を追加 
 

『給与所得者の扶養控除等（異動）申告書』の内容を確認し、該当する場合はチェック

を入れます。 
 

※ プログラムリリース前に「年末調整データ入力」を登録をしていた場合は、 

内容のご確認をお願いします。 

 

＜年末調整データ入力（２）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 住宅借入金等特別控除区分 

住宅借入金等特別控除区分の入力をプルダウンリストからの選択に変更しました。 

『住宅借入金特別控除申告書』の内容を確認し、該当する区分を選択します。 
 

※ プログラムリリース前に「年末調整データ入力」を登録しており、 

住宅借入金等特別控除に該当する場合は、控除区分の入れ直しをお願いします。 

 

  

⑤ 
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【年末調整入力チェックリスト】 

令和２年 年末調整の制度変更に伴う項目追加等を行いました。 

・ ［所得金額調整控除］を追加しました。 

・ ［基礎控除額］を追加しました。 

・ 本人区分を変更しました。 

（「寡婦・寡夫」を「寡婦」へ変更、「特別寡婦」を廃止、「ひとり親」を追加） 
 

また、線を追加し、見やすくなるようレイアウトの改善をおこないました。 
 
 

＜年末調整入力チェックリスト＞（画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

＜年末調整入力チェックリスト＞（帳票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



『エイジレス８０ コネクト』バージョンアップ資料（給与編 Ver.1.013） 
 

7 

【年末調整計算結果変更】 

令和２年 年末調整の制度変更に伴い、［所得金額調整控除額］を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「年末調整計算チェックリスト」にも、［所得金額調整控除額］を追加しました。 
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【源泉徴収票】 

令和２年 年末調整の制度変更に伴いレイアウトを変更しました。 

① ［給与所得控除後の金額］の項目名を［給与所得控除後の金額（調整控除後）］に変更 

しました。 

② ［基礎控除の額］を追加しました。 

こちらに金額が印字されるのは、基礎控除の額が 48万円以外の場合です。 

③ ［所得金額調整控除額］を追加しました。 

④ ［本人区分］を変更しました。 

（「寡婦（一般・特別）」を「寡婦」に変更、「寡夫」を廃止、「ひとり親」を追加） 

⑤ 受給者生年月日の元号について、従来は元号の枠に○が付く様式でしたが、元号の文字列

を表示する様式に変わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記は「給与所得の源泉徴収票（税務署提出用）」ですが、「給与所得の源泉徴収票（受給者交付用）」 

「給与支払報告書（個人別明細書）」についても同様の変更を行っています。 

 

  

① 

② ③ 

④ 
⑤ 
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【賃金台帳兼源泉徴収簿】 

令和２年 年末調整の制度変更に伴う項目追加・変更と、［企業年金基金］の追加を行いま 

した。 

① ［企業年金基金］を追加しました。 

② ［本人区分］を変更しました。 

（「特別寡婦」を削除、「ひとり親」を追加） 

③ ［調整控除額］を追加しました。 

こちらは、［所得金額調整控除額］の項目となります。 

（名称が長いため、省略名としました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 
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【生命保険料控除証明書】 

「生命保険料控除証明書」を追加し、 

企業年金基金の「生命保険料控除証明書」が 

出力できるようになりました。 

 

［本人負担掛金額］には、 

対象年中に支給した給与（※）で控除した 

［企業年金基金］の合計額が印字されます。 

※ 支給年月日が対象年 1 月～12 月の給与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 出力手順 

（１） 「年末調整（Ｅ）」－ 

「11.生命保険料控除証明書」をクリック 

します。 

 

 

 

（２） 出力条件を設定し、職員を選択後、 

 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

（対象年中に「企業年金基金」を 

控除した職員が選択対象に表示され 

ます。） 

 

 

 

 

 

 

 

（３） プレビュー画面が表示されます。 印刷  ボタンをクリックして印刷します。 


